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h　
は じ め に
小 児 期 は、 基 礎 的 な 食 習 慣 を 育 て る 重 要 な 時 期 で あ る。 平 成17 年 に 施 行 さ れ た 食
育 基 本 法 にお い て も、子 ど も に 対 す る 食 育 に つ い て、「心 身 の 成 長 及 び 人 格 の 形 成 に 大
き な影 響 を及 ぼ し 、 生 涯 に わ た っ て 健 全 な 心 と 身 体 を 培 い 豊 か な人 間 性 を は ぐ く ん で
い く基 礎 と な る もの 」 と し て い る 。
子 ど も に 対 す る 食 育 を 推 進 す る に 当 た っ て は 、 家 庭 も重 要 な 役 割 を 有 し て い る こ と
か ら保 護 者 へ の 支 援 が 必 要 と な る が 、 そ の 支 援 に つ い て は、 専 門 家 の 視 点 か ら だ け で
は な く、 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン1）の 理 念 に 基 づ き 、 当 事 者 で あ る保 護 者 の 望 み や 困 り
ご と な ど を 踏 ま え て 検 討 さ れ、 ま た 関係 機 関 等 が 連 携 協 働 し て 取 り 組 む こ とが 適 当 で
あ る 。
岐 阜 県 中 濃 圏 域 に お い て は 、 幼 児 を対 象 とし た 「 家 庭 にお け る 食 育 の 推 進 」 に つ い
て 、「幼 児 の 食 に 関 す る 保 護 者 の 育 児 支 援 」 と い う 視 点 か ら 検 討 七、 第1 報 ヤ で は 、保
護 者 の 意 識 を把 握 す る こ と を 目 的 と し て 実 施 し た 質 的 調 査 （フ ォ ー カ ス ・ グ ル ー プ ・
イ ン タ ビ ュ ー） をPRECEDE-PROCEED モ デ ル3）4）（以 下「 モ デ ル」と い う 。）を利 用 し
て 整 理 し た 結 果 に つ い て 、 第2 報5）しで は 質 的 調 査 の 結 果 を基 に 作 成 し た 質 問 票 を 用 い
た 保 護 者 の 幼 児 の 食 に 関 す る 困 り ご と の 状 況 、食 に 関 す る 保 健 行 動 （心 が け ）の 状 況 、
食 に 関 す る 知 識 、 周 囲 （家 族 な ど ） の サ ポ ート な ど に 関 す る 量 的 調 査 の 結 果 につ い て
報 告 し た 。
今 回 は 、 主 にPRECEDE-PROCEED モ デ ル に お け る 各 因 子 問 の 関 連 につ い て 分 析
し 、「 家 庭 に お け る 食 育 の 推 進 」の た め の 保 護 者 へ の 支 援 対 策 の 妥 当 性 な ど に つ い て 検
討 す る こ と を 目 的 と し た 。
h　
対象及び方法
岐阜県中濃圏域内の市町村が実施する1 歳6 か月児健診及び3 歳児健診対象者の保
護者（1 歳6 か月児415 名、3 歳児431 名）を対象として、はじめに質的調査（フォー
＊　岐阜県岐阜保健所　＊＊　椙山女学 園大学教育学部（椙山女学園食育推進センター）
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表7 ：「お やつで気 をつ け てい るこ とがあ るか」と子 ども が「お菓子 をたく さん食 べる か」








































































































































































































































































































































表14 : 「年齢 や発 育 に応 じ た食事 の量 や料





















表15 : 「偏 食 予防 や なお すた めの工 夫」 の




















表16 : 「簡 単に で きる料 理」 の知 識 と「い


























（4）1 歳6 か月児、3 歳児ともに、起床時間及び就寝時間がそれぞれ早い者は遅い者
に比べて有意に朝食を毎日食べることが多かった（表19 ）。
表17 : 「食事やおやつについての家族の方針」と「いらいら」などの有無




























































































































【3 歳 児 】 人 （％ ）
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起床時間　　p=0.000

















































1　 保護者の子ど もの食事に関 する知識など
（1） モデルの各因子間の関連
第2 報5）で報告したとおり、子どもの食事について「大変だと感じたりいらいらす
ることがある」者は、1 歳6 か月児で70.9% 、3 歳児で68.9% であり、うち大変さや










































①1 歳6 か月児、3 歳児を持つ保護者とも子どもの食事やおやつについて家族と方
針が同じ者は、違う者と比べて「大変だと感じたりいらいらすること」がない割
合が高かった。
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3　 保護者の保健行動等
（1ド モデルの各因子間の関連
お菓子をたくさん食べる子どもが1 歳6 か月で約30 ％、3歳児で約40 ％、起床時間
が8 時を超える子どもや就寝時間が22 時を超える子どもが約15 ％いる5）が、今回の
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